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1 ．試験開始の合図があるまで，この冊子を開いてはいけません。

2 ．学部・学科別の出題科目及び選択方法は以下のとおりです。間違いのないよう十分注意してください。

3．出題科目のページは以下のとおりです。

4．解答用紙は 1枚のみ回収します。
　　解答は，解答冊子の中から選択した科目の解答用紙 1枚を切り取り，全てそこに記入してください。

5．問題冊子及び解答冊子の印刷不鮮明，ページの落丁，乱丁，汚れ等に気付いた場合は手を挙げて監督者
に知らせてください。

6． 試験開始の合図があったら，解答用紙に受験地，受験番号を記入して，解答を始めてください。

7． 試験終了の合図と同時に解答をやめてください。

8． 問題冊子及び残った解答冊子は持ち帰ってください。
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第 1問　次の問い（問 1～ 5）に答えよ。

問 1　 ①および②の説明に当てはまる金属を（ア）～（オ）からそれぞれ 1つ選び記号で答えよ。

① ボーキサイトを原料とし，製造には大量の電気エネルギーを必要とする。比較的柔らかく

加工しやすい性質をもち，飲料用缶やサッシ（窓枠）に用いられている。

② 銀に次いで電気伝導性が高く，電線に用いられている。他の金属との合金は，硬貨や装飾

品に用いられている。

（ア）鉄

（イ）アルミニウム

（ウ）銅

（エ）亜鉛

（オ）ニッケル

問 2　 原子およびイオンの電子配置に関する記述として正しいものを（ア）～（オ）から 2つ選

び記号で答えよ。

（ア）窒素原子の K殻には，5個の電子が入っている。

（イ）リン原子は，6個の最外殻電子をもつ。

（ウ）カルシウムの N殻には，電子が入っていない。

（エ）カリウムイオンの電子配置は，塩化物イオンの電子配置と同じである。

（オ）アルゴンの価電子の数は，ネオンの価電子の数と同じく 0個である。

問 3　 不対電子および電子対に関する記述として正しいものを（ア）～（オ）から 2つ選び記号

で答えよ。

（ア）アンモニウムイオンは，3組の共有電子対と 1組の非共有電子対をもつ。

（イ）ヘリウムは，2個の不対電子をもつ。

（ウ）オキソニウムイオンは，3組の共有電子対と 1組の非共有電子対をもつ。

（エ）二酸化炭素分子は，4組の共有電子対と 2組の非共有電子対をもつ。

（オ）窒素分子は，3組の共有電子対と 2組の非共有電子対をもつ。
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問 4　 イオン結晶に関する記述として正しいものを（ア）～（オ）から 2つ選び記号で答えよ。

（ア）陽イオンと陰イオンの静電気的な引力による結合により形成される。

（イ）水溶液は電気伝導性を示す。

（ウ）二酸化ケイ素やダイヤモンドが当てはまる。

（エ）一般に , 融点が低く，昇華しやすいものが多い。

（オ）展性 , 延性を示す。

問 5　 自然界の塩素には，35Cl（相対質量 35.0）と 37Cl（相対質量 37.0）の 2種類の同位体が存在し，

塩素の原子量は 35.5である。35Clの存在比（%）を答えよ。
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第 2問　次の文章を読み，以下の問い（問 1～ 5）に答えよ。

　硫酸酸性下，濃度がわからないシュウ酸水溶液 50.0 mLに，0.100 mol/Lの過マンガン酸カリウ

ム水溶液を滴下したところ，25.0 mLで終点に達した。この滴定では，以下の反応Ⅰ，Ⅱが起きて

いる。

MnO4  + 8H+ + 5e   Mn2+ + 4H2O 

(COOH)2  2CO2 + 2H+ + 2e  

……… 反応Ⅰ

……………… 反応Ⅱ

　この反応では，マンガン原子の酸化数は（　a　）から（　b　）に変化しているので，過マンガ

ン酸カリウムは（　c　）剤として作用している。一方，（　d　）原子の酸化数は＋ 3から＋ 4に

変化しているので，シュウ酸は過マンガン酸カリウムによって（　e　）されていることがわかる。

問 1　 終点における色の変化としてもっとも適切なものを（ア）～（オ）から 1 つ選び記号で

答えよ。

（ア）赤色から黄色

（イ）無色から赤紫色

（ウ）緑色から青色

（エ）無色から燈赤色

（オ）黄色から赤色

問 2　 終点までに消費された過マンガン酸カリウムの物質量（mol）を答えよ。

問 3　 文中の空欄（　a　）から（　e　）を補うのにもっとも適切な語句または数値をそれぞれ

答えよ。

問 4　 反応ⅠとⅡより得られる，電子 e  を消去したイオン反応式を答えよ。

問 5　 シュウ酸水溶液のモル濃度（mol/L）を答えよ。
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第 3問　次の文章を読み，以下の問い（問 1～ 4）に答えよ。

　①アンモニアを実験室でつくるには，塩化アンモニウムに水酸化カルシウムを混ぜて加熱する方

法が用いられる。一方，②工業的には触媒を用い窒素と水素から合成される。

問 1　 実験室でアンモニアを合成するときの変化①を化学反応式で答えよ。

問 2　 アンモニアの採集にもっとも適切な方法はどれか。（ア）～（ウ）から 1つ選び記号で答えよ。

　　　（ア）上方置換　　（イ）水上置換　　（ウ）下方置換

問 3　 得られたアンモニアを確認する方法として不適切なものはどれか。（ア）～（エ）から 1つ

選び記号で答えよ。

（ア）得られた気体に赤色リトマス紙を近づけると青色に変化する。

（イ）得られた気体を手であおぎ匂いを嗅ぐ。

（ウ）得られた気体に濃塩酸を近づけると白煙が生じる。

（エ）得られた気体に炎を近づけると「ピュッ」と音が鳴る。

問 4　 工業的なアンモニア合成②に関し不適切な記述はどれか。（ア）～（エ）から 1つ選び記号

で答えよ。なお，この手法における反応の熱化学方程式は次のように表わされる。

　　　　　　　　　　　N2 （気） ＋ 3 H2 （気） ＝ 2 NH3 （気） ＋ 92 kJ

（ア）この反応は発熱反応である。

（イ）この反応が平衡状態のとき，圧力を上げるとアンモニアの割合が増加する。

（ウ）この反応は高温なほど平衡は正反応方向に移動する。

（エ）この反応で用いた触媒は活性化エネルギーを下げるために用いた。
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図 1
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第 4問　次の文章を読み，以下の問い（問 1～ 4）に答えよ。

　図 1はベンゼンから様々な芳香族化合物への合成過程である。なお，化合物 A ～ Fはベンゼン

環を有しており，ベンゼンの水素原子が 1つ置き換わった一置換化合物である。

　

問 1　 芳香族化合物 A ～ Fの構造式を答えよ。

問 2　 反応Ⅰで生じる気体の名称を答えよ。

問 3　 反応Ⅱのもっとも適切な名称を，次の（ア）～（オ）より 1つ選び記号で答えよ。

　　　（ア）けん化　　（イ）還元　　（ウ）加水分解　　（エ）アセチル化　　（オ）エステル化

問 4　 化合物 Eの水溶液にさらし粉水溶液を加えたときの溶液の変化として，もっとも適切な記

述を次の（ア）～（オ）より 1つ選び記号で答えよ。

（ア）黄色の沈殿物が生じる。

（イ）赤色の沈殿物が生じる。

（ウ）黒色の沈殿物が生じる。

（エ）赤紫色が消えて無色または淡赤色になる。

（オ）赤紫色になる。
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第 1問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 5）に答えよ。

　地球に出現した最初の生物は核をもたない原核生物とされ，そこから核をもつ真核生物が進化し

たと考えられている。初期の真核生物は単細胞生物であったが，そこから多数の細胞でできている

多細胞生物の動物や植物，菌類が誕生した。

　（A）原核生物は原核細胞からなり，真核生物は真核細胞からなる。真核細胞内には，特定のはた

らきをする構造体があり，（　①　）とよばれている。（　①　）の中に（B）ミトコンドリアや葉緑

体などがある。（C）オオカナダモの葉の細胞を観察すると，葉緑体が細胞内を流れるように動いて

いるのが見える。この現象を（　②　）という。この（　②　）にはタンパク質と呼吸で生じた

（　③　）が関わっている。

問 1　 下線部（A）について，表 1中の a～ eの構造体は原核細胞と真核細胞に存在するか。〈例〉

にならって空欄に存在するものには＋，存在しないものには－の記号を入れて表 1を完成

させよ。

　　　　　　　

原核細胞 真核細胞

a　核膜

b　DNA

c　細胞膜

d　細胞壁

e　ミトコンドリア

〈例〉葉緑体 － ＋

表 1

問 2 　 下線部（A）について，原核生物に含まれる生物を（ア）～（オ）からすべて選び記号で

答えよ。

（ア）肺炎双球菌　　　（イ）ゾウリムシ　　　（ウ）大腸菌　　　（エ）アメーバ

（オ）ミドリムシ

問 3　 文中の空欄（　①　）～（　③　）を補うのに最も適切な語句を（ア）～（オ）から選び

記号で答えよ。

（ア）原形質分離　　　（イ）細胞質流動（原形質流動）　　　（ウ）DNA　　　（エ）ATP

（オ）細胞小器官
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問 4　   下線部（B）について，ミトコンドリアと葉緑体は，ある生物が他の生物の細胞内に取り込

まれて共生する細胞内共生によって進化したと考えられている。ミトコンドリアと葉緑体

が，細胞内共生によって進化し形成されたと考えられる証拠を （ア）～（ウ）からすべて

選び記号で答えよ。

（ア）ミトコンドリアと葉緑体は，独自の DNAを持ち，細胞内で分裂して増える。

（イ）ミトコンドリアと葉緑体は，独自に ATPを生成し，分裂や代謝に使用する。

（ウ）  ミトコンドリアと葉緑体は，独自に酸素や二酸化炭素を吸収し，呼吸や光合成に使用

する。

問 5　 下線部（C）について，これらの現象に直接関わっているタンパク質を（ア）～（エ）から

すべて選び記号で答えよ。

（ア）ミオシン　　　（イ）免疫グロブリン　　　（ウ）ヘモグロビン　　　（エ）アクチン
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第 2問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 6）に答えよ。

　生物には，異物（非自己物質）が体内に侵入することを阻止するしくみや，体内に侵入した異物

を排除するしくみが備わっており，これを免疫という。免疫の複雑なはたらきにおいては，さまざ

まな細胞によって情報伝達や認識が行われている。

　体内に侵入した異物を排除するしくみは複数の段階に分かれており，そのはたらきによって自然

免疫と適応免疫（獲得免疫）の 2つに大別される。自然免疫では，（A）食細胞が行う食作用によっ

て異物が排除される。食細胞の一種である樹状細胞は，リンパ節に存在するリンパ球へ情報伝達を

行い，これによって適応免疫が開始される。適応免疫は，異物の型を認識した（B）T細胞や B細胞

などのリンパ球が中心になってはたらく免疫反応である。適応免疫では，T細胞が病原体に感染し

た細胞を直接攻撃したり，食細胞を活性化させたり，B細胞が（　①　）細胞に分化して（C）抗体

をつくったりすることによって，異物を排除する。

　これらの免疫反応は，（D）病原体の認識，細胞間の情報伝達，病原体の排除という 3つのはたらき

に分けて考えることができ，それぞれのはたらきにおいてさまざまなタンパク質がはたらいている。

問 1　 下線部（A）について，樹状細胞以外の代表的な食細胞の名称を 2つ記せ。

問 2　下線部（B）について，（ⅰ）～（ⅱ）の説明に対して適切な細胞の名称を記せ。

（ⅰ）病原体に感染した感染細胞を攻撃して死滅させる。

（ⅱ）（ⅰ）の細胞にはたらきかけ，活性化させる。

問 3　 文中の空欄（　①　）を補うのに最も適切な語句を記せ。

問 4　下線部（C）について，何というタンパク質からできているか，その名称を答えよ。

問 5　下線部（D）について，次の（ⅰ）～（ⅲ）の問いに答えよ。

　　　（ⅰ）  TLR（トル様受容体）によって病原体を認識した食細胞が分泌するタンパク質の名称

を答えよ。

　　　（ⅱ）樹状細胞による抗原提示とはどのようなはたらきであるか，簡単に説明せよ。

　　　（ⅲ）抗体を介して病原体を排除する免疫を何とよぶか。
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問 6　 免疫に関する記述のうち，正しいものを 3つ選び記号で答えよ。

（ア）すべての血球は，造血幹細胞が分化してつくられる。

（イ）  皮膚や粘膜は，物理的・化学的防御によって，異物の体内への侵入を阻止している。

皮膚は，表面をおおう真皮と，深部の表皮からなる。

（ウ）  自然免疫において , 病原体に感染した細胞やがん細胞などがもつ特徴を認識して，そ

の細胞を排除するはたらきをもつ細胞をナチュラルキラー（NK）細胞とよぶ。

（エ）抗体を構成する 4本のポリペプチドは，ペプチド結合でつながっている。

（オ）  本来は，外界からの有害な異物を攻撃している免疫反応が，自分自身の正常な細胞や

組織に対して反応し，攻撃してしまうことを自己免疫疾患という。
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第 3問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 5）に答えよ。

　ショウジョウバエや（　①　）の幼虫の唾腺の細胞には，ふつうの細胞の染色体の 100～ 150倍

もの大きさの（　②　）が見られる。（　②　）には，その染色体に存在する遺伝子の位置に対応

した横じまが観察される。また，（　②　）には（　③　）とよばれる膨らんだ部分も観察される。

（　③　）は，折りたたまれて凝縮されていた（　④　）がほどけて広がった部分で，そこでは

（　④　）が転写されて，RNAが合成される。

　（A）転写された RNAは（　④　）の塩基配列の一部を写し取ってつくられたもので，（　⑤　）

のアミノ酸配列の情報をもっている。つまり，（B）転写された RNAの連続した塩基 3個の配列が，

1個のアミノ酸を指定しており，この RNAの連続した塩基 3個の配列に対応するアミノ酸が順番

につながることで，（　④　）の遺伝情報にもとづいた（　⑤　）が合成される。この合成の過程

を（　⑥　）という。

　クリックは，細胞がもつ（C）遺伝情報は，（　④　）→  RNA  →（　⑤　）の順に一方向に伝達

されると考えた。

問 1　 文中の空欄（　①　）～（　⑥　）を補うのに最も適切な語句を記せ。

問 2　 下線部（A）について，転写された RNAとして最も適切なものを（ア）～（ウ）から 1つ

選び記号で答えよ。

（ア）mRNA（伝令 RNA）　　　（イ）tRNA（転移 RNA） 

（ウ）rRNA（リボソーム RNA）

問 3　 下線部（B）について，この連続した塩基 3個の配列の名称として最も適切なものを（ア）

～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）ロイシン　　　（イ）コドン　　　（ウ）アンチコドン　　　（エ）バリン

（オ）セリン

問 4　 下線部（C）について，遺伝情報が一方向に伝達されるとするこのような考えを何というか

適切な語句を記せ。
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問 5　 （　⑤　）を構成するアミノ酸は何種類あるか。最も適切なものを（ア）～（オ）から 1つ

選び記号で答えよ。

　　　（ア）10　　　（イ）20　　　（ウ）30　　　（エ）40　　　（オ）50
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第 2問　次の問 1から問 5の空欄を補うのに最も適切なものを（ア）から（エ）の中から一つ
ずつ選び，記号で答えよ。

問 1　Would you believe it?  I （      ） three times in the last three months!

（ア）was stolen my bicycle （イ）have been stolen my bicycle

（ウ）have had my bicycle stolen （エ）had someone stolen my bicycle

問 2　“I’m no taller than Mary” means “（      ）”.

（ア）I’m about as tall as Mary （イ）I’m not so tall as Mary

（ウ）I’m far shorter than Mary （エ）Mary is much taller than me

問 3　All of those present appeared to be very （      ） by his speech.

（ア）bore （イ）boring

（ウ）bored （エ）bores

問 4　The economist, a Nobel-prize winner, （      ） bankrupt when he put his theory into practice.

（ア）came （イ）went

（ウ）fell （エ）failed

問 5　I enjoyed the book and （      ）.

（ア）also my wife had （イ）my wife so did

（ウ）so did my wife （エ）so is my wife

－ 18－

［英－5］



－ 19－

［英－6］

英　

語

非公開



－ 20－

［英－7］

非公開



－ 21－

［英－8］

英　

語

非公開



－ 22－

［英－9］

非公開



－ 23－

［英－10］

英　

語

非公開



第 1問　次の 5問を，すべて解答しなさい。

（1）  を計算しなさい。

（2）連立不等式  を解きなさい。

（3）  2次関数  のグラフを x軸方向に＋ 1，y軸方向に－ 3だけ平行移動した放物

線の方程式が  となるとき，（a，b）の値を求めなさい。

（4）2個のさいころを同時に投げた時，出た目の和が 3の倍数である確率を求めなさい。

（5）△ ABCにおいて，AB＝ 5，BC＝ 3，∠ C ＝ 60°のとき，CAの長さを求めなさい。

［計算欄］

－ 24－

［数－1］

＜数　　学＞



［計算欄］

－ 25－

［数－2］

数　

学



第 2問　次の 3問を，すべて解答しなさい。

（1） （ただし，i2＝ −1）を計算しなさい。

（2）x＞ 0，y＞ 0 のとき，  の最小値を求めなさい。

（3）次の不等式を使って， は何桁の数か求めなさい。

　　　　　　　　　

［計算欄］

－ 26－

［数－3］



［計算欄］

－ 27－

［数－4］

数　

学



第 3問　四面体 OABCがあり，OA＝ OB＝ 2，OC＝ ，AC＝ BC＝ 1，∠ AOB＝∠ BOC

＝∠ COA＝ 30°である。また辺 OA上に点 E，辺 OC上に点 Fを，BE＋ EF＋ FBの長さが最小

となるようにとったとき，次の問いに答えなさい。

（1）∠ OCA，∠ OBCの大きさを求めなさい。

（2）BE＋ EF＋ FBの長さを求めなさい。

（3）辺 ABの長さを求めなさい。

（4）線分 OEの長さを求めなさい。

（5）体積比，四面体 OABC：四面体 OEBFの値を求めなさい。

［計算欄］

－ 28－

［数－5］



［計算欄］

－ 29－

［数－6］

数　

学



第 4問　2次関数  は 2点 P（1，3），Q（－ 1，－ 5）を通り，直線 ℓは
y ＝ f （x） のグラフに接する。このとき，以下の問いに答えなさい。

（1）定数 a，bの値を求めなさい。

（2）y ＝ f （x） のグラフを書きなさい。頂点，x軸との交点，y軸との交点の座標を明記すること。

（3）直線 ℓは点（0，1）で y ＝ f （x） のグラフと接する。直線 ℓの方程式を求めなさい。

（4）直線 ℓ，y ＝ f （x），x ＝ 2 で囲まれた部分を図示し，その面積を求めなさい。

［計算欄］

－ 30－

［数－7］



［計算欄］

－ 31－

［数－8］

数　

学



第
一
問　
次
の
問
い
（
問
一
〜
二
）
に
答
え
よ
。

問
一　

①
〜
⑮
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
記
せ
。　

①　

ザ
ン
テ
イ
的
な
予
算　
　
　

②　

ア
ワ
て
て
失
敗
す
る　
　
　

③　

コ
チ
ョ
ウ
し
て
話
す

④　

ケ
イ
テ
キ
が
聞
こ
え
る　
　

⑤　

ジ
ジ
ョ
ウ
ジ
バ
ク　
　
　
　

⑥　

計
画
が
ハ
タ
ン
す
る

⑦　

ト
ロ
ウ
に
終
わ
る　
　
　
　

⑧　

シ
ョ
シ
カ
ン
テ
ツ
す
る　
　

⑨　

石
を
ケ
る

⑩　

ジ
ュ
ヨ
ウ
と
供
給　
　
　
　

⑪　

サ
ビ
し
い　
　
　
　
　
　
　

⑫　

ス
イ
ミ
ン
時
間

⑬　

ウ
ラ
ヤ
む　
　
　
　
　
　
　

⑭　

内
閣
の
シ
モ
ン
機
関　
　
　

⑮　

シ
ブ
い
お
茶

　
問
二　

⑯
〜
㉚
の
傍
線
部
の
読
み
を
、
ひ
ら
が
な
（
現
代
仮
名
遣
い
）
で
記
せ
。

⑯　

海
浜
公
園　
　
　
　
　
　
　

⑰　

不
穏
な
雰
囲
気　
　
　
　
　

⑱　

出
藍
の
誉
れ

⑲　

湖
畔
の
宿　
　
　
　
　
　
　

⑳　

川
柳　
　
　
　
　
　
　
　
　

㉑　

哀
悼
の
意

㉒　

重
責
を
担
う　
　
　
　
　
　

㉓　

憤
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

㉔　

三
味
線
の
演
奏

㉕　

厳
か
な
儀
式　
　
　
　
　
　

㉖　

訃
報
に
接
す
る　
　
　
　
　

㉗　

凸
レ
ン
ズ

㉘　

拙
い
文
章　
　
　
　
　
　
　

㉙　

茨
の
道　
　
　
　
　
　
　
　

㉚　

石
に
刻
む

第
二
問　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
一
〜
七
）
に
答
え
よ
。

分
裂
し
た
自
己

　

持
ち
主
の
注
意
力
を
そ
ら
す
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
性
質
は
、
現
代
人
が
お
互
い
を
理
解
し
合
い
、
つ
な
が
り

合
う
う
え
で
重
要
な
働
き
を
す
る

1

を
損
な
わ
せ
る
。
目
の
前
で
起
こ
っ
て
い
る
物
理
的
現
実
と
、
画
面

上
に
映
し
出
さ
れ
る
無
数
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
間
で
、
自
己
が
引
き
裂
か
れ
る
か
ら
だ
。
多
数
の
方
面
に
注
意
を

削
が
れ
る
と
、
目
の
前
に
い
る
人
に
注
目
し
た
り
、
思
い
や
り
を
向
け
た
り
、
相
手
の
視
点
で
物
事
を
見
る
こ

と
は
ほ
ぼ
不
可
能
に
な
る
。

　

こ
の
現
象
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
い
な
い
と
き
も
起
こ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
カ
フ
ェ
で
1
0
0
組
の

カ
ッ
プ
ル
を
観
察
し
た
研
究
に
よ
る
と
、
テ
ー
ブ
ル
に
1
台
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
置
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、

ま
た
は
、
ど
ち
ら
か
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
、
カ
ッ
プ
ル
の
お
互
い
に
対
す
る
親
近
感
や

共
感
は
低
下
す
る
。
二
人
の
関
係
が
親
密
で
あ
る
ほ
ど
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
共
感
に
与
え
る
ダ
メ
ー
ジ
は
大

き
く
な
り
、
相
手
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
か
、
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
は

低
下
す
る
。
こ
れ
は
と
り
わ
け
懸
念
さ
れ
る
現
象
だ
。
と
い
う
の
も
、
民
主
主
義
と
同
じ
で
、
共
感
力
も
実
践

す
る
こ
と
で
身
に
つ
く
も
の
だ
か
ら
だ
。
日
常
的
に
使
わ
れ
な
い
と
、
そ
れ
は
衰
え
て
い
く
。

（
中
略
）

　

ど
う
や
ら
21
世
紀
の
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
感
情
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
共
感

－
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や
理
解
を
伝
え
る
う
え
で
、重
大
な
欠
陥
と
欠
点
が
あ
り
、対
話
の
質
や
人
間
関
係
の
質
を
低
下
さ
せ
る
よ
う
だ
。

そ
れ
ら
は
、
私
た
ち
が
大
切
に
思
っ
て
い
る
人
と
対
面
で
話
を
し
た
り
、
一
緒
に
時
間
を
過
ご
し
た
り
す
る
こ

と
と
比
べ
る
と
、

Ａ

で
あ
り
、
現
代
人
の
関
係
断
絶
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

表
情
を
読
む
方
法

　

多
く
の
意
味
で
も
っ
と
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
影
響
で
、
私
た
ち
の
対
面
交
流
の
能
力
ま

で
低
下
し
て
き
た
こ
と
だ
。

　

私
が
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
の
は
、
数
年
前
の
あ
る
夕
食
会
で
、
米
国
の
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
大
学
の
総
長
の

隣
に
な
っ
た
と
き
だ
。
こ
の
総
長
は
、
最
近
の
新
入
生
の
多
く
が
、
（1）
会
話
中
の
最
も
明
白
な
サ
イ
ン
さ
え
読

み
取
れ
な
い
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
て
、「
表
情
を
読
み
取
る
方
法
」
と
い
う
授
業
を
設
け
た
と
言
っ
て
い
た
。

　

（2）
ボ
ス
ト
ン
大
学
の
ケ
リ
ー
・
ク
ロ
ー
ニ
ン
教
授
は
、
も
っ
と
ユ
ニ
ー
ク
な
対
策
を
考
案
し
た
。
学
期
中
に

誰
か
を
対
面
で
デ
ー
ト
に
誘
っ
た
ら
、
追
加
単
位
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。
き
っ
か
け
は
、
あ
る
日
の
授

業
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
出
会
い
を
取
り
上
げ
た
と
き
だ
っ
た
。
き
っ
と
学
生
た
ち
は
、
恋
愛
関
係
に
つ
い
て

質
問
を
し
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
に
、
実
際
は
も
っ
と
基
本
的
な
こ
と
、
つ
ま
り
「
ど
う
や
っ
て
誰
か
を

デ
ー
ト
に
誘
う
か
」
を
知
り
た
が
っ
た
と
い
う
。
現
代
の
若
者
に
と
っ
て
、
デ
ー
ト
は

B

だ
っ
た
の
だ
。

だ
か
ら
ク
ロ
ー
ニ
ン
は
対
策
に
乗
り
出
す
こ
と
に
し
た
。

　

追
加
の
単
位
を
も
ら
う
た
め
に
は
、
22
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。
デ
ー
ト
ア
プ
リ
や
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
使
わ
な
い
こ
と
。
対
面
で
相
手
を
デ
ー
ト
に
誘
い
、
実
際
に
デ
ー

ト
を
す
る
こ
と
。
も
し
合
わ
な
い
と
思
っ
て
も
、ゴ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
（
突
然
連
絡
を
一
切
断
つ
こ
と
）
は
禁
止
だ
。

デ
ー
ト
の
場
所
は
映
画
館
は
ダ
メ
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
伴
う
こ
と
も
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
ハ
グ
以
上
の
身
体
的

接
触
も
い
け
な
い
。
つ
ま
り
、
本
物
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
避
け
た
り
、
暗
い
劇
場
に
隠
れ
た
り
、
酒
の

勢
い
を
借
り
た
り
、
誘
う
だ
け
で
会
話
を
し
な
い
の
は
ダ
メ
。
実
際
に
誰
か
に
話
し
か
け
て
、
気
ま
ず
い
思
い

を
し
た
り
、
緊
張
し
た
り
、
そ
わ
そ
わ
し
た
り
す
る
経
験
を
伴
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

ク
ロ
ー
ニ
ン
は
学
生
た
ち
に
、
会
話
の
助
け
と
な
る
質
問
や
ト
ピ
ッ
ク
を
事
前
に
2
〜
3
個
用
意
し
て
お
く

こ
と
を
勧
め
た
。
ま
た
、会
話
が
途
切
れ
る
の
は
自
然
な
こ
と
だ
と
言
い
聞
か
せ
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
、

次
か
ら
次
へ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
娯
楽
が
流
れ
て
く
る
こ
と
に
慣
れ
た
世
代
に
は
、
現
実
の
世
界
に
は

沈
黙
も
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
に
慣
れ
、
あ
る
学
生
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

C

に
と
っ
て
、
対
面
デ
ー
ト
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
ボ
ス
ト
ン
大
学
の
学
生
だ
け
で
は
な
い
。

「
エ
ッ
セ
ー
を
書
く
方
法
」
や
「
食
中
毒
の
対
処
法
」「
ペ
ッ
ト
が
家
具
に
上
ら
な
い
よ
う
に
す
る
方
法
」
な
ど

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
く
れ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ウ
ィ
キ
ハ
ウ
に
は
、
今
、

D

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
イ

ラ
ス
ト
付
き
で
12
の
ス
テ
ッ
プ
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

計
算
機
が
人
間
の
暗
算
能
力
を
奪
っ
た
よ
う
に
、
（3）
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
革
命
は
、
私
た
ち
が

対
面
で
き
ち
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
能
力
を
低
下
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の

E

と
い
う
警
告
に
は
一 

理
あ
る
の
だ
。
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こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
欠
落
は
、
大
学
生
よ
り
も
年
少
時
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
言
語
能
力
を
低
下
さ
せ
て
い
る
の
は
、
親
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
だ
け
で
は
な
い
。

英
ブ
リ
ス
ト
ル
大
学
の
P
E
A
C
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
2
0
1
0
年
、
10
〜
11
歳
の
子
ど
も
1
0
0
0
人
を
調

査
し
、ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム
（
テ
レ
ビ
ま
た
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
見
る
時
間
）
が
1
日
2
時
間
以
上
の
子
ど
も
は
、

感
情
表
現
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
立
証
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
児
童
心
理
学
者
メ
リ
ッ
サ
・
オ
ル
テ
ガ
は
、
2
0
1
1
年
、
子
ど
も
た
ち
が
感
情
に
つ
い

て
質
問
を
受
け
る
と
、
携
帯
電
話
を
い
じ
っ
て
回
答
を
は
ぐ
ら
か
す
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
2
0
1
2
年
に
米

国
の
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
の
教
員
6
0
0
人
以
上
に
聞
い
た
調
査
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
使
用
量
は
、
生
徒
た

ち
の
行
動
や
態
度
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
だ
っ
た
。
幼
稚
園
児
で
さ
え
、「
社
会
的
ス
キ
ル
と
遊
ぶ
ス
キ
ル
が
欠

け
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
を
使
う
こ
と
に
忙
し
く
て
、
誰
か
と
対
面
で
交
流
す
る
方
法
を
知
ら
な
い
の
だ
」

　

2
0
1
9
年
に
1
〜
4
歳
の
子
ど
も
2
5
1
人
を
調
査
し
た
カ
ナ
ダ
の
研
究
で
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム
が

長
い
子
ど
も
ほ
ど
、
他
者
の
感
情
を
理
解
す
る
能
力
が
低
く
、
ほ
か
の
子
を
助
け
ず
、
破
壊
的
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
4
〜
8
歳
の
子
ど
も
約
1
0
0
0
人
を
調
査
し
た
2
0
1
9
年
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
研
究
で
は
、
4

歳
の
時
点
で
ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム
が
長
い
子
ど
も
は
、
そ
う
で
な
い
子
ど
も
と
比
べ
て
、
6
歳
に
な
っ
た
と
き

の
感
情
の
理
解
レ
ベ
ル
が
低
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
デ
バ
イ
ス
の
用
途
に
よ
っ
て
結
果
は
左
右
さ
れ
る
な
ど
、
反
対
意
見
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し

ス
ク
リ
ー
ン
を
遠
ざ
け
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
共
感
力
が
高
ま
る
こ
と
を
示
す
証
拠
が
あ
る
。

　

U
C
L
A
の
研
究
チ
ー
ム
は
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
な

い
自
然
環
境
で
、
5
日
間
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
10
〜
11
歳
の
子
ど
も
た
ち
を
調
べ
た
。
参
加
者
は
キ
ャ
ン
プ

の
前
と
後
に
、
写
真
や
動
画
を
見
て
、
そ
こ
に
登
場
す
る
人
の
感
情
を
当
て
る
テ
ス
ト
を
受
け
た
。
す
る
と
、

（4）
た
っ
た
５
日
間
ス
ク
リ
ー 

ン
を
見
な
か
っ
た
だ
け
で
、
子
ど
も
た
ち
が
他
者
の
表
情
や
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ

と
い
っ
た
非
言
語
的
な
感
情
の
サ
イ
ン
を
読
み
取
り
、
写
真
や
動
画
に
登
場
す
る
人
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
能

力
は
大
幅
に
高
ま
っ
た
。
そ
の
能
力
は
、
キ
ャ
ン
プ
に
行
か
ず
、
い
つ
も
ど
お
り
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使
っ
て
い

た
子
ど
も
た
ち
と
比
べ
て
も
高
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
が
な
い
と
、
仲
間
や
大
人
と
対
面
で
交
流

す
る
時
間
が
大
幅
に
増
え
る
か
ら
だ
と
、
研
究
チ
ー
ム
は
考
え
て
い
る
。「
ス
ク
リ
ー
ン
で
は
、
対
面
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ほ
ど
た
く
さ
ん
の

F

を
学
べ
な
い
」
と
、 

研
究
論
文
の
主
筆
を
務
め
た
ヤ
ル
ダ
・
T
・
ウ
ル

ス
U
C
L
A
非
常
勤
助
教
は
言
う
。

　

2

　

 （
ノ
リ
ー
ナ
・
ハ
ー
ツ
著　
『
T
H
E 

L
O
N
E
L
Y 

C
E
N
T
U
R
Y 

な
ぜ
私
た
ち
は
「
孤
独
」
な
の
か
』

よ
り　

一
部
表
記
を
改
め
た
）

問
一　

空
欄

1

の
部
分
に
入
る
最
も
適
切
な
三
字
の
語
句
を
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
記
せ
。
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問
二　

空
欄

Ａ

〜

F

に
入
る
適
切
な
語
句
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
そ
の
記
号
を
記
せ
。

ア　
「
も
は
や
存
在
し
な
い
社
会
的
シ
ナ
リ
オ
」 

イ　
「
万
物
は
流
転
す
る
」

ウ　

質
の
低
い
代
替
手
段 

エ　
「
使
わ
な
い
能
力
は
失
わ
れ
る
」

オ　

非
言
語
的
な
感
情
の
サ
イ
ン 

カ　

無
機
的
な
能
動
的
手
段

キ　
「
対
面
で
誰
か
を
誘
う
方
法
」 

ク　
「
生
身
の
交
流
を
恐
れ
て
」
い
る
世
代

ケ　

対
面
交
流

問
三　

 

傍
線
部
（1）
「
会
話
中
の
最
も
明
白
な
サ
イ
ン
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
具
体
的
な

例
を
1
つ
考
え
、
ど
の
よ
う
な
態
度
・
行
動
が
ど
の
よ
う
な
サ
イ
ン
と
な
る
の
か
を
記
せ
。

問
四　

 

傍
線
部
（2）
「
ボ
ス
ト
ン
大
学
の
ケ
リ
ー
・
ク
ロ
ー
ニ
ン
教
授
は
、
も
っ
と
ユ
ニ
ー
ク
な
対
策
を
考
案
し
た
。

学
期
中
に
誰
か
を
対
面
で
デ
ー
ト
に
誘
っ
た
ら
、
追
加
単
位
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。」
と
あ
る
が
、

な
ぜ
ク
ロ
ー
ニ
ン
教
授
は
こ
の
よ
う
な
試
み
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
切
と

思
え
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
そ
の
記
号
を
記
せ
。

ア　

様
々
な
経
験
を
積
ま
せ
、
学
生
た
ち
の
視
野
を
広
げ
る
た
め

イ　

恋
愛
に
消
極
的
な
学
生
た
ち
の
恋
人
づ
く
り
を
手
助
け
す
る
た
め

ウ　

学
生
た
ち
に
対
面
交
流
能
力
の
重
要
性
を
理
解
さ
せ
る
た
め

エ　

緊
張
や
沈
黙
が
な
い
会
話
を
修
得
さ
せ
る
た
め

問
五　

 

傍
線
部
（3）
「
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
革
命
は
、
私
た
ち
が
対
面
で
き
ち
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
能
力
を
低
下
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
筆
者
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
、
説
明
せ
よ
。

問
六　

 

傍
線
部
（4）
「
た
っ
た
5
日
間
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
な
か
っ
た
だ
け
で
、
子
ど
も
た
ち
が
他
者
の
表
情
や
ボ

デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
と
い
っ
た
非
言
語
的
な
感
情
の
サ
イ
ン
を
読
み
取
り
、
写
真
や
動
画
に
登
場
す
る
人

の
気
持
ち
を
理
解
す
る
能
力
は
大
幅
に
高
ま
っ
た
。」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か

説
明
せ
よ
。
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問
七　

 

次
の
1
〜
4
の
文
章
は
空
欄

2

の
部
分
に
入
る
文
章
で
あ
る
。
意
味
の
通
る
文
章
に
な
る
よ
う
1

〜
4
の
文
章
を
並
べ
替
え
て
解
答
欄
に
記
せ
。

1　

 

そ
の
半
分
以
上
が
ベ
ッ
ド
の
横
に
置
い
て
就
寝
す
る
。
現
代
の
デ
バ
イ
ス
は
、
あ
ら
ゆ
る
と
き
、
あ

ら
ゆ
る
こ
と
に
使
わ
れ
る
。

2　

 

子
ど
も
た
ち
が
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
は
、
番
組
の
放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
左
右
さ
れ
て
い
た
が
、
今

は
10
歳
児
の
半
分
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
（
英
国
の
デ
ー
タ
だ
が
、
ほ
か
の
高
所
得
国

で
も
似
た
よ
う
な
状
況
だ
ろ
う
）。

3　

 

さ
ら
に
そ
の
抗
い
難
い
性
質
が
加
わ
っ
て
、
質
の
高
い
対
面
交
流
が
失
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

4　

 

ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
が
普
及
し
始
め
た
1
9
5
0

年
代
か
ら
警
告
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
こ
こ
で
も
現
在
は
ス
ケ
ー
ル
が
違
う
。

第
三
問　
次
の
文
章
を
要
約
し
て
、
大
意
及
び
自
ら
の
考
え
を
二
百
字
以
内
で
記
せ
。

挨
拶
の
言
葉

　

街
で
、
挨
拶
の
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が
、
い
ま
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

街
を
歩
い
て
い
て
、
お
は
よ
う
、
こ
ん
に
ち
は
、
あ
り
が
と
う
、
と
い
う
言
葉
も
め
っ
た
に
聞
か
な
く
な
り

ま
し
た
。
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、
あ
る
い
は
、
す
み
ま
せ
ん
、
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
も
、
め
っ

た
に
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
失
礼
、
と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
言
葉
で
な
く

と
も
、
目
礼
す
る
。
そ
う
い
う
挨
拶
も
、
め
っ
た
に
見
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

代
わ
り
に
、
街
で
ち
ょ
く
ち
ょ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
不
思
議
な
光
景
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
ち
ら
か
ら
歩
い
て
ゆ
く
人
が
、
向
こ
う
か
ら
歩
い
て
く
る
人
に
気
づ
か
な
い
。
す
る
と
、
相
手
に
気
づ
い

て
い
る
ほ
う
が
足
を
と
め
、
そ
の
ま
ま
黙
っ
て
突
っ
立
っ
て
、
相
手
が
気
づ
く
ま
で
、
近
づ
く
人
を
待
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
お
た
が
い
に
顔
は
そ
む
け
、
目
を
合
わ
す
こ
と
な
く
、
す
れ
ち
が
う
。
声
を
掛
け
る
。
掛
け
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
が
、
と
り
わ
け
若
い
人
た
ち
の
あ
い
だ
で
は
面
倒
な
こ
と
、
厄
介
な
こ
と
と
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

言
葉
が
、
壇
上
の
言
葉
や
広
告
の
言
葉
や
営
業
用
の
言
葉
や
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
タ
メ
語
と
よ
ば
れ
る
ナ
ア

ナ
ア
言
葉
し
か
な
く
、
い
ま
は
自
分
の
言
葉
と
い
う
も
の
が
も
て
な
く
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
挨

拶
の
言
葉
が
な
く
な
っ
た
の
は
、
お
た
が
い
の
あ
い
だ
で
言
葉
が
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

挨
拶
と
い
う
言
葉
の
も
と
は
、
ア
イ
は
「
押
す
」、
サ
ツ
は
「
押
し
か
え
す
」
と
い
う
意
味
の
、
相
手
あ
っ
て

の
言
葉
で
す
。
声
を
掛
け
る
、
そ
れ
に
応
じ
る
。
そ
の
た
め
の
言
葉
が
、
挨
拶
の
言
葉
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、

挨
拶
の
言
葉
は
、
見
知
ら
ぬ
者
同
士
が
、
声
を
掛
け
合
う
こ
と
で
、
お
た
が
い
を
そ
こ
に
認
め
る
言
葉
で
し
た
。

そ
う
し
て
挨
拶
の
言
葉
は
、
な
に
よ
り
労い
た
わり

を
込
め
た
言
葉
で
し
た
。

　

日
本
語
は
、
も
と
も
と
は
挨
拶
の
言
葉
、
挨
拶
の
文
化
を
豊
富
に
そ
な
え
た
言
葉
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が

い
つ
か
逆
に
な
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
社
会
は
挨
拶
の
言
葉
に
ま
る
で
窮き

ゅ
う

し
て
、
挨
拶
が
お
そ
ろ
し
く
苦
手
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
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口
に
す
る
言
葉
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
は
笑
顔
も
ま
た
、
見
知
ら
ぬ
者
同
士
の
挨
拶
の
言
葉
の
一

つ
で
し
た
。
行
き
交
う
に
笑
顔
を
も
っ
て
す
る
と
い
う
習
慣
は
、
と
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
見
知
ら
ぬ
人
に
は
用

心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

あ
る
い
は
、
鉢
植
え
の
花
で
す
。
い
ま
で
も
車
の
往
来
の
少
な
い
路
地
に
は
い
る
と
、
玄
関
先
な
ど
に
鉢
植

え
の
季
節
の
花
々
が
置
か
れ
て
い
る
光
景
を
目
に
し
ま
す
。
そ
う
し
た
鉢
植
え
の
花
と
い
う
の
も
ま
た
、
花
に

託
さ
れ
た
、
道
を
通
る
人
へ
の
、
物
言
わ
ぬ
、
親
し
い
挨
拶
の
言
葉
で
す
。

　

い
ま
は
、
通
信
の
革
新
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
が
次
々
に
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、新
し
い
だ
け
に
ま
だ
ま
だ
ど
こ
か
ぎ
こ
ち
な
い
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
に
、

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
の
は
、
な
に
よ
り
成
熟
し
た
挨
拶
の
言
葉
で
す
。

　

か
つ
て
手
紙
と
い
う
も
っ
と
も
古
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
が
長
い
時
間
か
け
て
生
み
だ
し
た
の
は
、

ゆ
た
か
な
挨
拶
の
言
葉
で
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
芥
川
龍
之
介
の
全
集
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
手
紙
。
そ
の
多
く
の
手
紙
の
終
わ
り
に
は
、
俳
句
や

短
歌
や
漢
詩
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

正
月
の
手
紙
に 

―
― 

賀
正　

日
曜
に
遊
び
に
ご
ざ
れ
梅
の
花

　
　

病
気
に
な
っ
て 

―
― 

胸
中
の
こ
が
ら
し
咳
と
な
り
に
け
り

　
　

入
院
し
て 

―
―
―
― 

病
室
の
膳
朝
寒
し
生
玉
子

　
　

お
礼
の
手
紙
に 

―
― 

鴨
も
御
歌
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

手
賀
沼
の
鴨
を
た
ま
わ
る
寒
さ
か
な

　

挨
拶
の
言
葉
は
、
す
な
わ
ち
、
粋
な
言
葉
だ
っ
た
の
で
す
。

　

一
口
に
、
文
化
と
言
い
ま
す
。
文
化
と
い
う
の
は
、
立
派
な
額
に
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
も
の
で
も
、
松
竹
梅
に

飾
ら
れ
て
舞
台
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
挨
拶
の
言
葉
の
あ
り
方
が
、
文
化
で
す
。

　

一
口
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言
わ
れ
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
ペ
ラ
ペ
ラ
、
ベ
ラ

ベ
ラ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
挨
拶
の
言
葉
の
も
ち
方
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
そ
の
こ
と
を
よ
く
よ
く

心
し
た
い
。
そ
れ
が
始
ま
り
で
す
。

（
長
田
弘
著
『
な
つ
か
し
い
時
間
』
よ
り　

一
部
表
記
を
改
め
た
）
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